


※駐車場に限りがあるため、公共交通機関をご利用ください。※無料駐車場が満車の場合は、近隣の有料駐車場をご利用ください。
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蚣臨時無料駐車場利用時間 PM4‥00～PM8‥30（土浦小学校はPM5‥30から）

・一般販売開始は7月28日（火）9時から

土浦市教育委員会（ウララⅡ7F）
　　　文化振興課 029（893）5505
クラフトシビック
　　　ホール土浦 029（822）8891
土浦市亀城プラザ 029（824）3121

シテ＊野村万作 　のむら まんさく

狂言方和泉流。1931年生。祖父故・初世野村萬斎及び父故・六
世野村万蔵（人間国宝）に師事。紫綬褒章、旭日小綬章、日本芸
術院賞、文化庁芸術祭大賞、紀伊国屋演劇賞、観世寿夫記念法
政大学能楽賞、坪内逍遥大賞、朝日賞など受賞。文化功労者。
重要無形文化財各個認定保持者（人間国宝)。日本芸術院会員。
文化勲章受章。

あらすじ
今日は聟が初めて舅の家を訪れる聟入りの日。聟入りを恥ずかしがる息子を父親は何とかなだめすかし、自分も一緒について行くことにする。
父親は自分で袴も着けられない息子に袴を着けてやり、舅の家の門前で息子を送りだすが、それを家人の太郎冠者に見つけられ、父親はとうとう座
敷に出るはめに。しかし持参の袴は一つ。父子は互いに袴を着け替え、入れ替わり立ち替わり舅の前に出るが、ついに二人一緒に出るよう言われ、
困った父親は…。
三人が引き起こす笑いからほのぼのとした人間愛が感じられる狂言。

狂言「二人袴」（ふたりばかま）

土 浦 市 立 武 道 館 土浦市文京町10-16 旧土浦市生涯学習館 土浦市文京町9-2
博物館第２駐車場 土浦市中央１-15-18 土浦小学校職員用駐車場 土浦市大手町13-32

能「清経」（きよつね）

あらすじ

シテ＊観世銕之丞　かんぜ てつのじょう

シテ方観世流。1956年生。故・八世観世銕之亟（人間国宝）の長
男。伯父故・観世寿夫及び父に師事。初舞台は4歳。2002年、九
世銕之丞を襲名。他ジャンルのアーティストとのコラボレーショ
ン作品にも多数参加するなど、古典を越えた世界でも幅広く活
躍。日本芸術院賞受賞。紫綬褒章受章。公益社団法人銕仙会代
表理事。公益社団法人能楽協会理事長。

かつてこの世の春を謳歌した平家一門も今は源氏に西海に追われる身となっていた。なかにも平
家の行く末に絶望した平清経は九州の柳ケ浦で入水して果てたという。
都で夫清経の身を案じる妻のもとに家臣の淡津三郎が訪れ、夫の死を告げる。突然の訃報に、

自分を残して自死を選んだ夫を恨み、泣き伏す妻。
その夜、妻の夢中に清経の霊が現れ、平家滅亡を暗示する神託に絶望し、月下に笛を吹き鳴ら

して船より身を投げたという自らの最期を語り出す…。
清経の最期と戦乱によってすれ違う夫婦の情愛をしっとりと描いた名作能。

シテ 舅 野村　万作
アド 親 野村　萬斎
小アド 太郎冠者 月崎　晴夫
　〃  聟 飯田　　豪

 後見 岡　　聡史

シテ 平清経 観世銕之丞
ツレ 清経ノ妻 小早川泰輝
ワキ 淡津三郎 舘田　善博
 笛 熊本俊太郎
 小鼓 飯冨　孔明
 大鼓 柿原　孝則

 地謡 清水　寛二
  西村　高夫
  柴田　　稔
  小早川　修
  長山　桂三
  谷本　健吾
  安藤　貴康
  青木　健一

  後見 鵜澤　　久
  観世　淳夫

産直野菜、土浦の名菓、名産品、薪能グッズを販売します。
キッチンカー（軽食・飲物）の出店を予定しています。

アド＊野村萬斎　のむら まんさい

狂言方和泉流。1966年生。野村万作（人間国宝）の長男。祖父故・
六世野村万蔵（人間国宝）及び父に師事。文化庁芸術祭新人賞・優
秀賞、読売演劇大賞優秀男優賞、芸術選奨文部科学大臣新人賞、
紀伊国屋演劇賞、朝日舞台芸術賞、毎日芸術賞千田是也賞、観世
寿夫記念法政大学能楽賞、松尾芸能賞大賞など受賞。石川県立音
楽堂芸術監督。

観光協会による観光物産店、JA水郷つくばによる農作物直売店併設


